
防災訓練について 
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９月１日（月）は、「防災の日」でした。１９２３年（大正１２年）９月１日に発生し

た関東大震災にちなんだものです。関東大震災では、地震・火災・津波等、次々に起こる

様々な災害により、１０万人以上の犠牲者が出たということです。この「防災の日」を含

む１週間は防災週間とされ、各地各所で防災訓練等が実施されています。本校では、９月

２日に、避難訓練を実施しまし

た。地震発生に続き、津波発生に

よる河川の氾濫や液状化現象の

心配があるということで、2次避

難として校舎の３階以上の場所

へ垂直避難を行いました。なお、

避難訓練時には、愛知県が主催

している「シェイクアウト訓練」にも参加しました。シェイクアウト訓練とは、地震発生

時に、地震の揺れから自分の命を守るための訓練で、イラストのように「姿勢を低く」「頭

を守り」「じっとする」という 3つの動きを身につける訓練のことです。 

生徒は、放送を静かに聞き、教職員の誘導により落ち着いて避難訓練に参加することが

できました。 

 

 

 

７月１７日（木）の集中豪雨では、市内の各所で冠水し、下校時刻の変更や見守り下校

により対応しました。一部の地域においては、自宅周辺が膝下まで冠水していた場所もあ

り、自転車を降りて歩き、衣服等が濡れながらの帰宅となりました。津島市においては、

今回の豪雨で冠水した状況が分かる地図がＨＰに掲載されていますので、それらを参考に

して今後の生徒の安心・安全な登下校につなげていきます。掲載場所は「津島市ＨＰ￥防

災に関する情報￥災害への備え￥大雨のときに、ご注意いただきたい道路について」とな

っています。家族で一緒に確認をしてください。 

地震や水害等の災害には、「命を守る」を最優先にして冷静に行動し、何ができるのか

を考えることが大切です。また、災害が起こった場合には、学校等での訓練を生かし、地

域のためにリーダー的な活躍ができる暁中生であることも期待しています。 

 

【紹介したい言葉】NBAプロバスケットボールプレーヤー八村塁選手の言葉 

「自分を信じて挑戦し続けることが大事」 

※ 「子どもたちに夢、きっかけを与えるキャンプになってほしい」とも語り 8 月に名

古屋でもイベントを開催した八村選手。新しい環境に飛び込むことは、時に不安や緊

張を感じることもあるでしょう。しかし、自分を信じて一歩踏み出すことで、たくさ

んの素晴らしい経験が待っていることでしょう。 
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